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開会 午前１０時０１分 

────────────────────────────────────────────────────── 

○佐藤委員長 ただいまより、民生常任委員会を開会いたします。 

本日の会議に、塩尻委員から欠席する旨の、杉山委員から遅れる旨の届出があります。 

それでは、会議を進めてまいります。 

初めに、令和４年第３回定例会提出議案についてを議題といたします。認定第１号、認定第２号、

認定第５号ないし認定第８号、議案第１号ないし議案第３号、議案第６号、議案第７号、報告第７

号及び報告第８号の以上１３件につきまして、理事者から説明願います。 

○稲田税務部長 認定第１号、令和３年度旭川市一般会計決算のうち、税務部所管分につきまして

御説明させていただきます。 

まず、市税歳入につきまして御説明申し上げます。議案と一緒に配られました市税決算説明資料

の１ページ、２ページをお開きください。表の下から３行目の合計欄になりますが、予算現額３９

５億６千万円に対し、収入額３９７億７千３２６万７千５９３円で、差引きが２億１千３２６万７

千５９３円の増、率にいたしまして０．５％の増となっております。 

予算額と比較し、増となった主な税目を説明させていただきますと、まず、表の上から１行目、

市民税でございますが、予算現額１７５億７千５１２万２千円に対し、収入額１７６億２千９８２

万２千７１１円で、差引き５千４７０万７１１円の増、率にして０．３％の増となっております。

この主な要因としましては、特に、個人市民税で収入率が見込みを上回ったことなどによるもので

ございます。 

また、固定資産税でございますが、予算現額１４０億５千３８３万６千円に対し、収入額１４２

億４５０万５千９９円で、差引き１億５千６６万９千９９円の増、率にして１．１％の増となって

います。この主な要因としましては、固定資産税全体で収入率が見込みを上回ったことなどによる

ものでございます。 

なお、市税全体での収入率につきましては、２ページの収入率欄の下から３行目にありますとお

り、市税全体で９７．１８％となっており、前年度の９５．９９％と比べ、１．１９ポイントの増

となっています。収入率が上昇した主な要因としましては、令和２年度は、徴収猶予の特例などに

より収入率が低かったこと、そして、その繰り越された税額が令和３年度に納付されたことなどに

よるものでございます。 

次に、歳出について御説明を申し上げます。各会計歳入歳出決算事項別明細書の８４ページ、８

５ページをお開きください。表の下段部分が税務部所管事業となっておりまして、２款２項徴税費

の決算総額でございますが、予算現額１６億３千３４０万６千円に対し、支出済額１５億３千１６

５万６千９６２円で、執行率９３．８％となっています。 

このうち、税務部が所管する主な臨時事業について御説明させていただきますが、まず、ページ

をめくりまして８７ページの備考欄中、上から３つ目、ふるさと納税推進費１０億１千６５２万８

千３９２円でございます。令和３年度は、これまで利用してきたポータルサイトに加え、令和３年

８月から新たなポータルサイトの増設を図ることにより、寄附者の利便性を確保するとともに、地

場産品を活用した返礼品の拡充や、ポータルサイトの機能を活用した情報発信及びＰＲ冊子の更新

など、戦略的なプロモーションを行い、事業の推進に取り組んでまいりました。実績としましては、
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寄附件数が延べ１２万９千９４６件、前年度と比較して約１．１倍、また、寄附金額につきまして

は１９億２千６５４万８千５１９円、やはり前年度と比較して約１．１倍となっているところでご

ざいます。 

また、同じく２款２項２目の備考欄中、決算額の比較的大きいものといたしまして、税総合オン

ラインシステム整備費がございます。令和３年度においては、税制改正に伴うシステム改修等を行

い、１億８千５９８万８千円を執行したところでございます。 

以上、概略でありますが、税務部所管に関わります令和３年度一般会計決算についての説明とな

ります。よろしくお願いいたします。 

○林市民生活部長 認定第１号、令和３年度旭川市一般会計決算の認定についてのうち、市民生活

部所管分につきまして説明をいたします。 

資料はございませんけれども、部全体の歳入歳出についてであります。 

歳入ですが、予算現額８億４千２８１万９千円に対し、収入済額は７億５千７８５万７千４５円

となっております。その主な内容としては、１６款使用料及び手数料が２億２千９７０万２千８６

６円、１７款国庫支出金が３億９９２万３３１円などとなっております。 

続いて、歳出でございますが、予算現額１６億７０１万３千３９２円に対しまして、支出済額１

４億３千３１万３千５６９円、繰越額３千６９万円でありまして、不用額は１億４千６００万９千

８２３円、執行率では８９％というふうになっております。 

続いて、市民生活部所管の事業につきまして、こちらは経常費が２４事業、臨時事業費が２１事

業の合わせて４５事業となりますけれども、主なものについて説明をいたします。 

令和３年度主要施策の成果報告書、４４ページを御覧ください。「３ 地域 いきいき 温もり

づくり」の地域まちづくり推進費であります。この事業は、全市１５地域に設置した地域まちづく

り推進協議会を通して、地域の情報あるいは課題を共有するとともに、その内容を反映し、地域の

課題解決、また、活性化に取り組む事業主体に対しまして補助金等を交付したもので、事業費６９

４万７千４５３円を執行しております。令和３年度は、地域の活動計画に基づき、複数の事業を一

体的に実施する包括型補助金モデル事業の対象地域を拡大するなど、地域特性を生かしたまちづく

りを推進してまいりました。 

次に、４５ページを御覧ください。地域会館建設費等補助金であります。こちらは、地域住民の

主体性、連帯性を高める活動に使用する会館等を設置する団体に対しまして、新築、増改築、修繕、

解体等の工事、それから物置等の設置に要する費用に対しまして補助金を交付するもので、事業費

としては８１６万３千円を執行しております。令和３年度は、会館の修繕９件、解体４件、物置設

置１件の計１４件に対して補助金を交付し、地域活動の拠点整備、あるいは会館等の適正管理を支

援してまいりました。 

続いて、資料はございませんけれども、住民基本台帳ネットワークシステム管理費についてであ

ります。この事業は、住民の利便性の向上と行政事務の効率化を図るため、住民基本台帳ネットワ

ークシステムを整備、運用し、マイナンバーカードの交付に係る事務などを行うもので、事業費と

いたしましては２億２千９１万５千３３１円を執行しております。令和３年度は、新型コロナウイ

ルス感染症の拡大により一時中止しておりましたけれども、マイナンバーカードの出張申請受付を

再開したほか、マイナンバーカードの交付日時をスマートフォンなどで予約できる、マイナンバー
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カード交付予約管理システムを導入いたしまして、窓口で待つことなく受け取ることができるよう

にするなど、マイナンバーカードの申請、交付に係る利便性の向上を図ってまいりました。また、

マイナンバーカード所有者の転出・転入手続のワンストップ化を図るシステム改修費用について、

事業の完了が令和４年度となりますことから、３千６９万円を繰越しいたしました。 

次に、こちらも資料はございませんけれども、新型コロナウイルス感染症対策関連といたしまし

て、１７款２項１目、新型コロナウイルス感染症対応地方創生臨時交付金を活用いたしまして、施

設における感染リスクを低減させるといった観点から、東旭川農村環境改善センターのトイレの洋

式化、それから勤労者福祉会館の窓を改修するなど、３４５万６千９７０円を執行して、安心して

施設を利用できるように対策を講じてきたところであります。 

以上、よろしくお願いいたします。 

○金澤福祉保険部長 本定例会に提出している議案のうち、福祉保険部所管に係る事項につきまし

て、御説明申し上げます。 

初めに、認定第１号、令和３年度旭川市一般会計決算の認定であります。 

本日、資料はございませんが、決算の概要について御説明いたします。 

福祉保険部の歳入総額でございますが、予算現額３７１．２億円に対し、収入済額３４７．６億

円であり、その大部分、７９．７％が１７款国庫支出金で、２７６．９億円となっております。 

次に、歳出総額でございますが、予算現額６１６．７億円に対し、支出済額５８０．９億円であ

り、執行率は９４．２％、一般会計全体に占める割合は３１．５％となっております。この支出済

額５８０．９億円から、新型コロナ緊急対策分６３．６億円を差し引いた５１７．３億円のうち、

扶助費、特別会計繰出金、後期高齢者医療療養給付費負担金を合わせまして４９１．５億円は、簡

単に削減することが困難なものでございまして、９５．０％を占めております。 

なお、翌年度繰越額は１７．６億円、不用額は１８．２億円となっております。 

次に、福祉保険部所管事業についてでございます。経常費３２事業、臨時費６０事業の合わせま

して９２事業ございますが、その主な事業につきまして、主要施策の成果報告書に基づき御説明申

し上げます。 

それでは、主要施策の成果報告書の４１ページを御覧ください。３款１項３目老人福祉費の高齢

者等除雪支援事業費、決算額は３４８万２千円です。これは、自力または家族での除雪が困難な高

齢者、身体障害者の世帯を対象とする住宅前道路除雪において、地域の支え合いによる除雪体制を

構築する事業で、令和３年度は５４団体、３０１人の協力により、３７９世帯の住宅前道路除雪を

実施しております。 

次に、６１ページを御覧ください。３款１項３目老人福祉費の高齢者活動促進支援費、決算額は

１億７千２５万円です。これは、寿バスカードを利用した場合に支払う乗車料金を利用者に代わっ

て市が負担するもので、令和３年度は、寿バスカード分で１７６万６千９３１件、ＪＲ分で３件、

合計１７６万６千９３４件の助成を行っております。 

次に、６２ページを御覧ください。３款１項３目老人福祉費の介護サービス等事業者感染症対策

支援金、決算額は１億４千７５１万７千円です。これは、介護サービス等事業者に対し、新型コロ

ナウイルス感染症の発生及び蔓延防止のための継続的な感染防止対策を支援するため、９１６事業

所に対し感染症対策支援金を支給しております。 
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次に、６３ページを御覧ください。３款１項２目障害者福祉費の障害者就労施設受注促進費、決

算額は１千１１５万８千円です。これは、コロナ禍で障害者就労施設の製品販売機会や請負業務が

減少しているため、クーポン券をフリーペーパーに掲載し、当該施設の製品の購入などを促すもの

で、３４事業所で６千８００枚、計３４０万円分のクーポン券が使用されております。 

次に、６４ページを御覧ください。３款１項２目障害者福祉費の障害福祉サービス等事業者感染

症対策支援金と、３款２項２目児童措置費の障害児通所支援等事業者感染症対策支援金、決算額は

合わせまして３千８２７万円です。これは、先ほどの介護サービス等事業者感染症対策支援金と同

様、継続的な感染防止対策を支援するため、２９７事業所に対し感染症対策支援金を支給しており

ます。 

次に、６５ページを御覧ください。３款１項１目社会福祉総務費の福祉灯油購入助成費、決算額

は３億６２２万８千円です。これは、コロナ禍における原油価格の高騰により、とりわけ大きな影

響を受けて、生活に困窮されている３万３千１２２世帯に対し、暖房用灯油の購入費等に充てるた

めの助成金を支給しております。 

続きまして、認定第２号、令和３年度旭川市国民健康保険事業特別会計決算の認定であります。

決算事項別明細書の１５６ページ、実質収支に関する調書を御覧ください。歳入総額３５６億６７

６万４千円に対し、歳出総額が３５１億４千７４５万４千円であり、実質収支は４億５千９３１万

円の剰余となっております。会計全体の収入率は９９．８％、執行率は９８．５％でございます。 

続きまして、認定第６号、令和３年度旭川市介護保険事業特別会計決算の認定であります。１９

２ページの実質収支に関する調書を御覧ください。歳入総額３６６億８千３９万９千円に対し、歳

出総額が３５９億６千３２０万８千円であり、実質収支は７億１千７１９万１千円の剰余となって

おります。会計全体の収入率は９８％、執行率は９６．１％でございます。 

続きまして、認定第８号、令和３年度旭川市後期高齢者医療事業特別会計決算の認定であります。

２０４ページの実質収支に関する調書を御覧ください。歳入総額５５億１千５０３万５千円に対し、

歳出総額が５５億１千２８０万５千円であり、実質収支は２２３万円の剰余となっております。会

計全体の収入率は９７．４％、執行率も９７．４％でございます。 

以上、令和３年度決算についての概要でございました。 

続きまして、議案第１号、令和４年度旭川市一般会計補正予算のうち、福祉保険部所管分につい

て御説明申し上げます。 

補正予算書の１２ページを御覧ください。３款１項２目障害者福祉費の障害者自立支援給付費に

つきましては、福祉・介護職員等ベースアップ等支援加算の新設や、前年度に交付を受けた道負担

金の精算に伴う償還金などにより、１億３千１５４万４千円を補正します。財源は、国庫支出金が

３千５０８万８千円、道支出金が１千７０４万９千円、一般財源が７千９４０万７千円です。 

次に、自立支援医療費支給費につきましては、前年度に交付を受けた道負担金の精算に伴う償還

金として１５４万５千円を補正します。財源は、全額が一般財源です。 

次に、障害福祉サービス等ＩＣＴ活用推進費につきましては、障害者支援施設等に対し介護ロボ

ット等導入経費を助成するため、７０１万３千円を補正します。財源は、国庫支出金が４６７万５

千円、一般財源が２３３万８千円です。 

次に、１３ページの３目老人福祉費の老人福祉施設等整備推進補助金につきましては、大規模修
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繕を行う認知症高齢者グループホームに対し、その経費の助成等をするため、２千１４２万４千円

を補正します。財源は、国庫支出金が２千１２０万円、諸収入が２２万４千円です。 

次に、介護保険事業特別会計繰出金につきましては、介護職員等ベースアップ等支援加算の新設

に伴い、繰出金６千１７９万６千円を補正します。財源は、全額が一般財源です。 

次に、介護サービス等継続支援費につきましては、介護サービス事業所等において、利用者また

は職員に新型コロナウイルス感染者が発生した場合等におけるかかり増し経費について助成するた

め、１億８千万円を補正します。財源は、全額が道支出金です。 

次に、高齢者活動促進支援費につきましては、引き続き、高齢者の外出やワクチン接種を支援す

るため、寿バスカードの利用者自己負担分の無償化を来年２月まで延長する経費として８千６８５

万４千円を補正します。財源は、国庫支出金が６千６８２万９千円、一般財源が２千２万５千円で

す。 

次に、２項２目児童措置費の障害児通所給付費につきましては、前年度に交付を受けた道負担金

の精算に伴う償還金として、１千８０７万円を補正します。財源は、全額が一般財源です。 

次に、３項１目生活保護総務費の生活保護システム管理費につきましては、国の補助金を活用し

た生活保護業務の効率化を図るためのシステム等の導入・構築費として、１千２７１万９千円を補

正します。財源は、全額が国庫支出金です。 

次に、債務負担行為補正についてでございます。補正予算書の４ページ、第３表、債務負担行為

補正（変更分）を御覧ください。老人福祉施設等建設補助金でございます。これは、養護老人ホー

ムの建て替えに係る建設費について、昨今の物価高騰の影響により建設費が上昇していることから、

補助額の総額を引き上げるため、限度額を変更しようとするものでございます。 

続きまして、議案第２号、令和４年度旭川市国民健康保険事業特別会計補正予算でございます。

補正予算書の２３ページを御覧ください。２款６項１目の新型コロナウイルス感染症傷病手当金に

つきましては、新型コロナウイルスに感染した被用者等に対して支給する傷病手当金の申請件数の

増加に伴い、２９８万５千円を補正します。財源は、全額が道支出金です。 

続きまして、議案第３号、令和４年度旭川市介護保険事業特別会計補正予算でございます。補正

予算書の２５ページを御覧ください。２款１項１目の居宅介護サービス給付費、２目の施設介護サ

ービス給付費、３目の地域密着型介護サービス給付費につきましては、いずれも介護職員等ベース

アップ等支援加算の新設に伴う給付費として、それぞれ１億２４２万８千円、２億９千６０６万４

千円、９千５８６万９千円の合わせて４億９千４３６万１千円を補正します。財源は、国庫支出金

が１億１千８７７万４千円、道支出金が７千６５９万９千円、繰入金が１億６千５５１万円、支払

交付金が１億３千３４７万８千円です。 

６款１項３目の償還金につきましては、前年度に交付を受けた支払交付金と道支出金の精算に伴

う償還金として、４千１０５万２千円を補正します。財源は、全額が繰入金です。 

以上が、補正予算の概要でございます。よろしくお願いいたします。 

○浅田子育て支援部長 認定第１号、令和３年度旭川市一般会計決算の認定のうち、子育て支援部

所管分について御説明申し上げます。 

資料はございませんが、最初に概要について御説明いたします。 

歳入総額でございますが、予算現額１９２億４千６７０万２千円に対し、収入済額１８５億６千
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１７１万５千７１１円となっております。主な内容といたしましては、１７款国庫支出金が１４０

億２千５１万６千８８９円、１８款道支出金が３８億１１６万１千２２円などとなっております。 

次に、歳出総額でございますが、予算現額２６９億６千３２０万６千４９０円に対し、支出済額

２５６億７千２８０万６千９２１円であり、執行率は９５．２％でございます。 

なお、翌年度繰越額は３千１５０万円、不用額は１２億５千８８９万９千５６９円となっており

ます。 

続いて、子育て支援部所管の事業、経常費が２３事業、臨時費が６１事業の合わせて８４事業の

うち、その主なものについて、主要施策の成果報告書に基づき御説明申し上げます。 

１２ページを御覧いただきたいと思います。４款１項１目の母子保健推進費３千２０万９千５４

１円でございます。本事業は、乳幼児健康診査等を実施し、子どもの心身の発達の異常や疾病の早

期発見及び早期対応を行い、養育者の育児不安の解消、母性の増進及び乳幼児期の健康保持等を図

り、健全な育児の環境づくりを推進するもので、令和３年７月から、市内小児医療機関に委託して

行う１０か月児健診を開始し、１千１４０人が受診し、受診率は８５．３％となっております。 

１４ページを御覧ください。３款２項１目の新規事業、児童虐待予防・早期発見推進費、５１３

万９２３円でございます。本事業は、児童虐待の発生予防と早期発見につなげるため、出産後の養

育について、出産前に支援を行うことが特に必要と認められる妊婦に対し、関係機関と連携を図り

ながら、必要なサービスの調整などの相談支援を行うもので、令和３年度は、保健師が６３８件の

相談支援を行うことで、児童虐待の予防と早期発見につながっております。 

１８ページを御覧ください。３款２項１目児童福祉総務費の保育士確保事業費４千６３７万２千

６２３円でございます。本事業は、保育士資格の取得費用や家賃に係る補助、保育士体験ツアー等

を行うことで保育士の確保及び就労継続を図り、保育士不足を解消しようとするもので、令和３年

度は、保育士宿舎借り上げ支援事業では４０施設、１２７人への補助を実施し、新卒・若手保育士

の生活に係る費用の負担軽減が図られております。新型コロナウイルス感染症の影響により、進

学・就職説明会等は中止となりましたが、保育士体験ツアーについては１２人が参加しております。 

以上が、一般会計の主な事業についてでございます。 

続きまして、認定第５号、令和３年度旭川市育英事業特別会計決算の認定についてでございます。

旭川市各会計歳入歳出決算事項別明細書の１７２ページ及び１７３ページを御覧ください。歳入総

額でございますが、予算現額１億９千３９１万７千円に対しまして、収入済額１億５千４２３万７

千９３７円となっております。収入済額の内訳は、１款財産収入が６９万４千３０５円、２款寄附

金が６千２９４万４千５８２円、３款繰入金が２千１６６万円、４款繰越金が８９１万２千６５３

円、５款諸収入が６千２万６千３９７円となっております。 

次に、歳出でございますが、１７４ページ及び１７５ページを御覧ください。予算現額１億９千

３９１万７千円に対しまして、支出済額は１億４千９６０万２千８９６円であり、不用額は４千４

３１万４千１０４円で、執行率は７７．１％となっております。この内訳ですが、１款１項１目の

育英資金貸付金及び入学仕度金貸付金は７千２万９千３３５円、２目の育英資金給付型奨学金は７

８２万８千９７９円、３目の積立金は７千１７４万４千５８２円となっており、その結果、１７６

ページの実質収支に関する調書のとおり、令和３年度の実質収支額は４６３万５千円の剰余となっ

ております。 
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続きまして、認定第７号、令和３年度旭川市母子福祉資金等貸付事業特別会計決算の認定につい

てでございます。 

１９４ページ及び１９５ページを御覧ください。歳入総額でございます。予算現額２億６８９万

８千円に対しまして、収入済額３億４千１１１万４千６４円となっております。収入済額の内訳で

すが、１款繰入金が３５４万１千３８４円、２款繰越金が２億２千３１６万４千４０３円、３款諸

収入が１億１千４４０万８千２７７円となっております。 

次に、歳出でございますが、１９６ページ及び１９７ページを御覧ください。予算現額２億６８

９万８千円に対しまして、支出済額８千２４３万９千８６６円であり、不用額は１億２千４４５万

８千１３４円で、執行率は３９．８％となっております。その内訳は、全て１款１項１目、母子福

祉資金等貸付事業費で執行しており、その結果、１９８ページの実質収支に関する調書のとおり、

令和３年度の実質収支額は２億５千８６７万４千円の剰余となっております。 

以上、決算についてでございました。 

続きまして、議案第１号、令和４年度旭川市一般会計補正予算について御説明申し上げます。 

補正予算書の第５号、１３ページ、３款民生費、２項児童福祉費、１目児童福祉総務費のうち、

保育所等給食原材料費支援費でございます。新型コロナウイルス感染症の影響の長期化及びウクラ

イナ情勢に伴う物価高騰への対策としまして、認可保育所等における給食の質の維持と値上げを抑

制するため、副食を対象に給食原材料費の物価高騰分を補助するとともに、主食分については、米

の消費拡大も併せて推進するため、在園児１人につき１か月当たり２枚のお米券を配付するもので、

５千５５３万２千円を補正しようとするものでございます。財源は、全額一般財源となっておりま

すが、国の地方創生臨時交付金の対象事業となっております。 

同じく３款２項１目のうち、子育て世帯臨時特別給付金償還金でございます。令和３年度中に受

領した子育て世帯への臨時特別給付金の超過交付分を国に返還しようとするもので、８００万８千

円を補正しようとするものでございます。財源は、全額一般財源でございます。 

同じく３款２項１目のうち、新型コロナウイルス感染症対策費でございます。新型コロナウイル

スの感染が拡大している状況を踏まえ、愛育センター、市立保育所等の子育て関係施設における感

染対策を徹底するため、空気清浄機を整備するもので、４０６万３千円を補正しようとするもので

ございます。財源は、全額一般財源となっておりますが、国の地方創生臨時交付金の対象事業とな

っております。 

以上が、補正予算についてでございました。 

続きまして、報告第７号、専決処分の報告につきまして御説明申し上げます。 

本件は、令和４年３月１４日、市内神居５条５丁目において、放課後児童クラブの用に供するた

め賃借している建物の屋根から落下した雪が相手方車庫及び物置に当たり、その両方に損害を与え

たものであり、その損害賠償の額を４１万２千５００円と定め、令和４年６月２２日に専決処分を

させていただいたものでございます。 

積雪等の気象状況による管理施設への影響については、随時、安全確認を行っているところでは

ございますが、今後におきましても、より一層適正な管理の徹底を図ってまいります。 

以上、地方自治法第１８０条第２項の規定により御報告申し上げます。 

○浅利保健所新型コロナウイルス感染症対策担当部長 本定例会への提出議案のうち、保健所所管
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に関わる事項につきまして御説明を申し上げたいと思います。 

まず最初に、認定第１号、令和３年度旭川市一般会計決算の認定でございます。 

本日、資料はございませんが、最初に概要について御説明を申し上げたいと思います。 

まず、歳入総額でございますが、当初予算２億４千４８４万７千円に、新型コロナワクチンの繰

越し１７億１千６０２万２千円と新型コロナ関連予算の補正２２億２４万７千円を加えた予算現額

４１億６千１１１万６千円に対し、収入済額４３億２千４３万７千６３４円で、収入率１０３．

８％となっております。差引き額の１億５千９３２万１千６３４円につきましては、そのほとんど

が新型コロナウイルスワクチン接種関連の国庫支出金となっております。次に、収入済額の主なも

のといたしまして、国庫支出金の新型コロナウイルスワクチン接種事業費負担金が１８億６千７８

７万１千６４３円、道支出金の新型コロナウイルス感染症緊急包括支援交付金が３億２千４４１万

２千円、使用料及び手数料のと畜検査等手数料が５千３５７万４千２００円となっております。 

続きまして、歳出でございますが、当初予算３２億９０万４千２８５円に、新型コロナ対策関連

の補正３０億１８６万７千９７０円を加えた予算現額６２億２７７万２千２５５円に対し、支出済

額５６億８千１４２万６千７８１円で、執行率９１．６％となっております。 

以上が、保健所全体の決算概要となってございます。 

続きまして、歳出の事業費別の状況についてでございますが、保健所所管分の経常費２２事業と

臨時費１７事業の計３９事業のうち、主な４事業につきまして、歳入歳出決算事項別明細書に基づ

き御説明を申し上げたいと思います。 

初めに、事項別明細書９８、９９ページを御覧いただきたいと思います。右端の備考欄下段の４

款１項２目、がん対策費２億１千８８２万７千２６２円でございます。本事業は、がんの早期発見、

早期治療により、がんによる死亡者の減少や、健康寿命の延伸を図るとともに、がん検診をきっか

けとした健康意識の向上を推進するため、延べ５万４千３１４人に対し各種がん検診等を実施した

ものでございます。昨年度は、２度の緊急事態宣言、まん延防止等重点措置が発出されたため、一

部、巡回検診を中止いたしましたが、後日改めて検診日を設定するなどして検診機会の確保を行っ

たほか、個別受診勧奨、企業と協力した検診ＰＲなどにより、延べ受診者数は、受診控えなどによ

り大きく減少した前年度と比較して３％の増となっております。 

続きまして、次のページ、１００ページ、１０１ページを御覧いただきたいと思います。備考欄、

一番上にございます４款１項２目の予防接種費６億７千７９７万７千３２円でございます。本事業

は、いわゆる感染症法に基づき、定期の予防接種を円滑に実施することで、個人の発病予防及び重

症化の防止、さらに、集団での感染症蔓延の予防を図るものでありまして、昨年度は、計１６疾病

に対するワクチン接種等を延べ１０万２千２４２人の市民に対して実施いたしました。 

続きまして、その７つ下にございます新型コロナウイルス感染症対策費１１億１千９７２万４５

８円であります。本事業は、新型コロナウイルス感染症の予防、感染拡大防止及び治療の促進を図

ることを目的として、感染症の予防啓発、発生対応、疫学調査、検体採取、感染症患者に対する医

療費の公費負担や移送等を行ったものでございます。 

続きまして、その下にございます新型コロナウイルスワクチン接種事業費２８億７千４５１万１

千５１７円でございます。本事業は、新型コロナウイルス感染症の発症予防及び蔓延防止のため、

国の指示の下、北海道の協力により、本市が実施主体として新型コロナワクチンの接種を行ったも
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のでございます。本市においては、市内約１５０の医療機関と４か所の集団接種会場で接種を行い、

高齢者施設巡回接種やバス送迎接種、予約サポートセンターの開設など、接種促進の取組を図りな

がら、令和３年度は、５歳以上の旭川市民延べ６４万１千６１２回の接種を実施したところでござ

います。 

以上、概括的ではございますが、保健所所管分に係る令和３年度の決算の概要説明とさせていた

だきます。 

続きまして、議案第１号、令和４年度旭川市一般会計補正予算のうち、保健所所管分について御

説明を申し上げます。 

補正予算書１４ページを御覧いただきたいと思います。４款１項２目、新型コロナウイルス感染

症対策費についてであります。本事業は、新型コロナウイルス感染症拡大防止を図るため、医療機

関と連携して発生対応や医療費の公費負担等を行うものでありますが、令和４年度は、感染状況に

応じて３か月ごとに予算を計上しているところでございます。こうした中、ＢＡ．５への置き換わ

りによる７月中旬以降の第７波の到来により、感染状況が悪化しており、８月２２日には感染者数

６３０人と過去最多を記録するなど、これまでにない感染拡大が見られておりますことから、１０

月以降についても引き続き事業を継続するため、１０月から１２月に執行いたします５億２千３２

万５千円を計上するものでございます。なお、財源は、国庫支出金、道支出金、一部、一般財源と

なっております。 

次に、発熱外来体制構築費についてでございます。本事業は、１０月以降においても新型コロナ

ウイルス感染症疑いを含む発熱者の大幅な減少が見込まれない状況にありますことから、市民が安

心して医療を受けられるよう、引き続き、協力・サポート医療機関への支援、土日、祝日、年末年

始に発熱等の有症状者に対する診療、検査を行う休日当番医への協力金に加えて、これらの医療機

関に対して診療時の感染リスク低減のため提供いたします個人防護服などに要する経費といたしま

して、１０月から３月までの６か月分、３千３７４万６千円を計上するものでございます。なお、

財源は、新型コロナウイルス感染症対策基金となってございます。 

続いて、新型コロナウイルスワクチン接種事業費についてでございます。本事業は、９月末まで

を接種実施期間として、順次、接種を進めておりますが、今後、新たに予定されておりますオミク

ロン株対応ワクチンなどの接種に当たって必要となる事業費といたしまして、１７億４千２１３万

９千円を計上するものでございます。なお、財源の内訳は、国庫支出金、道支出金、諸収入となっ

てございます。 

次に、新型コロナウイルス感染症軽症者等支援事業費についてでございます。第７波は、第６波

の２倍を超える感染状況でありまして、想定を超える高止まり傾向にあります。これによりまして、

多くの自宅待機者が発生しておりますことから、本事業は、感染者が外出することなく自宅療養・

待機に専念できる環境を整備するため、自宅療養セットの配付や、かかりつけ医による健康観察な

ど、引き続き、自宅待機者の支援を行うため、１２月までの執行分といたしまして５億６千５８６

万３千円を計上するものであります。なお、財源は、道支出金となってございます。 

次に、新型コロナウイルス感染症地域医療機関支援費についてでございます。本事業は、クラス

ター発生からの早期収束、再開に向け、外来診療や検査等を休止した、発熱外来を行っております

医療機関に対して支援金を給付するとともに、医師が感染し、外来診療を休止した、発熱外来を行
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う医療機関に対しても支援金を給付するものでございます。対象は、令和３年度以降、外来診療等

を休止した医療機関で、支援金は、病院が１００万円、診療所が３０万円で、総額３千９５０万円

を計上するものでございます。なお、財源は新型コロナウイルス感染症対策基金となっております。 

次に、その下にございます４款１項３目の普通公衆浴場燃料価格等高騰対策費についてでござい

ます。本事業は、地域住民の日常生活において、その健康の保持及び保健衛生上必要不可欠なもの

として使用され、また、物価統制令によって入浴料金が統制されている普通公衆浴場に対し、燃料

価格等の高騰の中においても衛生的管理を確保しながら事業を継続できるよう、燃料価格等高騰分

の一部を支援するため、３８４万円を計上するものでございます。 

保健所所管分については以上でございます。 

続きまして、条例の改正について御説明を申し上げたいと思います。 

議案第７号、旭川市公衆浴場法施行条例の一部を改正する条例の制定についてでございます。本

案につきましては、厚生労働省が、子どもの発育発達と公衆浴場における混浴年齢に関する研究の

研究成果などを踏まえまして、令和２年１２月１０日に公衆浴場における衛生等管理要領等を改正

し、混浴制限年齢の目安を満１０歳以上から満７歳以上と引き下げたことから、本市においても、

混浴におけるトラブルの防止や、望まない混浴等を回避し、子どもや保護者、一般の入浴者全てが

安心して入浴できる環境を確保するため、混浴制限年齢を現行の１０歳以上から７歳以上とするも

のでございます。なお、施行日につきましては、混浴制限年齢の引下げに不安を感じる方もおられ

ると考えますことから、周知期間を考慮いたしまして、令和５年４月１日としております。 

以上、よろしくお願い申し上げます。 

○富岡環境部長 初めに、第３回定例会提出議案であります認定第１号、令和３年度一般会計決算

の認定のうち、環境部所管分につきまして御説明いたします。 

特に資料はございませんが、まず、歳入でございます。予算現額１４億９千９２万８千円に対し、

収入済額は１４億５千８４万７千１４４円、差引き４千８万８５６円の減となっております。主な

減の要素といたしましては、ごみ焼却処分手数料における事業系ごみ搬入量の減、発電余剰電力売

電収入における売電単価の減などとなっております。 

次に、歳出ですが、予算現額３５億１千７１２万３千３８３円に対し、支出済額は３４億６千９

７７万４千４９７円、不用額は４千７３４万８千８８６円で、執行率は９８．７％となっておりま

す。不用額につきましては、缶・びん等資源物中間処理施設整備費の委託及び工事の発注において

入札差金が生じたことが主な要因となっております。 

続きまして、歳出の主な事業につきまして御説明いたします。 

決算事項別明細書１００ページを御覧ください。上から２段目、４款１項３目環境衛生費の主な

事業について、順次、御説明いたします。 

１０１ページ、備考欄中段の少し下を御覧ください。初めに、鳥獣対策費でございます。決算額

７４５万８千６８９円につきましては、繁殖期に威嚇行為を行うカラスや、人の生活圏に出没する

ヒグマの対策を実施したものでございます。特に、令和３年度は、市街地に隣接する河川敷にヒグ

マの出没が相次いだため、地域住民への注意喚起に加え、センサーカメラによる監視、猟友会及び

警察と連携したパトロールの強化など、被害の防止に取り組んでおります。 

続きまして、その６つ下を御覧ください。地域エネルギー設備等導入促進費、及び、その下の地
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域木質バイオマス利活用促進事業費でございます。決算額はそれぞれ、１９１万１千４０７円と２

９３万８千円となっておりますが、主に、再生可能エネルギー設備や省エネルギー設備を導入する

費用の一部を補助するもので、令和３年度は、両事業合わせて３３件の補助を実施しております。 

次に、１０２ページの上から２段目の４款２項１目じん芥処理費の主な事業について御説明いた

します。 

１０３ページ備考欄の上から１２番目のごみ収集運搬費でございます。決算額１３億２千８７７

万４１０円につきましては、各家庭から排出されるごみなどをごみステーションから収集運搬する

もので、民間事業者１２社に委託をしております。 

次に、同じ枠内の下から３番目、缶・びん等資源物中間処理施設整備費でございます。決算額９

千３４３万８千１７９円につきましては、現在の近文リサイクルプラザに代わる（仮称）旭川市リ

サイクルセンターの基本設計のほか、建設用地の地下工作物撤去に係る実施設計及び工事を実施し

たものでございます。 

次に、その２つ下になります、一般廃棄物組成等調査費でございます。決算額１千２１万２３０

円につきましては、計画的なごみ処理施策の推進に向け、基礎資料を再構築するため、市内で排出

される一般廃棄物の組成調査及び排出量予測を実施したものでございます。 

次に、その２つ下になりますが、４款２項２目し尿処理費の浄化槽設置整備費でございます。決

算額８０８万３千２０４円につきましては、公共下水道整備区域外における個人住宅での合併処理

浄化槽の設置に対して工事費用の一部を補助するもので、令和３年度は１５基分の補助を実施して

おります。 

令和３年度決算に関する説明は以上となります。 

続きまして、議案第１号、令和４年度旭川市一般会計補正予算のうち、環境部所管分につきまし

て御説明をいたします。 

初めに、補正予算書の８ページ上段の１６款２項３目１９節家庭ごみ処理手数料でございます。

これは、指定ごみ袋の交付に伴う収入でございますが、新型コロナウイルス感染症対策として保健

所が配付しております自宅療養セットに指定ごみ袋が含まれており、感染者数の増加によって、そ

の交付数量が当初の想定を上回る見込みとなったため、１千７５３万８千円の増額補正を行うもの

でございます。 

次に、１４ページ、４款２項１目じん芥処理費のうち、家庭ごみ処理費用適正化事業費でござい

ます。これは、指定ごみ袋の製造を行おうとするものですが、原材料費の高騰などにより、当初の

予算内では必要数の製造が困難になったことに加え、ただいま申し上げましたように、新型コロナ

対策に係る自宅療養セットに含まれている指定ごみ袋の交付数量が当初の想定を上回り、在庫に不

足が生じる見込みとなっております。このため、在庫切れを起こすことのないよう、不足分の追加

製造等に要する費用として１千５６７万６千円を補正しようとするものでございます。財源は全額、

家庭ごみ処理手数料でございます。 

続きまして、その下段になります、近文清掃工場設備補修費でございます。近文清掃工場は平成

８年から供用開始し、今年で２７年目を迎え、設備の老朽化が進行しております。特に、昨年度か

らは、焼却灰を焼却炉から排出する灰押し出し装置の磨耗が進み、装置が緊急停止するなど、運転

に支障を来している状況となっております。この装置が停止いたしますと、焼却炉の運転ができず、
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燃やせるごみの処理に大きな影響を及ぼすこととなるため、運転管理業務受託者と協議の上、早期

の補修が必要と判断したところでございます。補正額につきましては、２炉合わせて２千５７万円

で、全額委託料となっております。 

補正予算に係る説明は以上となります。 

続きまして、報告第８号、専決処分の報告につきまして御説明をいたします。 

本年６月２０日、ごみの自己搬入で来場した市民が運転する普通乗用車が、旭川市廃棄物処分場

の敷地内の通路で落下物を踏んだことにより、タイヤ１本が破損したことに対し、市の負担割合を

１００％とし、その損害賠償額を２万５千３００円と定め、本年７月１２日に専決処分したもので

ございます。このたびの事故を踏まえ、今後は、場内の清掃回数を増やし、敷地内の安全確保を徹

底するなど、再発防止に努めてまいります。 

以上でございます。よろしくお願いいたします。 

○松本福祉保険部保険制度担当部長 議案第６号、旭川市老人デイサービスセンター条例を廃止す

る条例の制定につきまして、提案理由を御説明申し上げます。 

本案は、旭川市老人デイサービスセンター条例に基づき運営してきた旭川市神居デイサービスセ

ンターの廃止に伴い、当該条例を廃止するものでございます。その内容でありますが、旭川市神居

デイサービスセンターは、老人福祉法に基づく老人デイサービスセンターとして、平成９年に開設

し、昨年度まで、指定管理者として社会福祉法人にその運営を委託していたところでございます。

このたび、令和３年度末をもって指定期間が終了するため、令和３年１０月１８日から１２月７日

までの間、令和４年度から５年間の指定管理者を公募したところ、応募者がなかったことから、本

年４月１日以降、新たな指定管理者が選定されるまでの期間、一旦、施設を休止するとともに、令

和４年２月８日から３月３１日までの間、指定管理者の再公募を行ったものの、応募者がなかった

ところでございます。 

神居デイサービスセンターを整備した当時は、介護保険制度が開始しておらず、市内の通所系の

施設が限られており、現在と比較するとサービス量が非常に少なく、行政としてサービス提供体制

の整備が必要とされた時代でございました。その後、介護保険制度が開始し、現在では、多くの民

間による通所系サービスが提供されていることから、市が設置する通所介護事業所の役割を終えた

ものと判断し、施設を廃止することとしたものでございます。 

施行日は公布の日としております。 

以上、よろしくお願いいたします。 

○佐藤委員長 ただいまの説明につきまして、特に御発言はございますか。 

（「なし」の声あり） 

○佐藤委員長 なければ、本日のところは説明を受けたということにとどめておきたいと思います。 

議案の説明に関わり出席している理事者につきましては、退席していただいて結構です。 

次に、報告事項についてを議題といたします。 

まず、令和４年第３回定例会提出議案に関わる事項であります新型コロナウイルス感染症対策費

に係る補正予算について、庁用自動車による交通事故について、以上２件について、理事者から報

告願います。 

○浅利保健所新型コロナウイルス感染症対策担当部長 報告第３号、専決処分の報告につきまして、
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総務常任委員会所管ではございますが、保健所に関連いたしますので御報告を申し上げたいと思い

ます。 

本件につきましては、緊急施行を要するため、８月２４日に令和４年度旭川市一般会計補正予算

を専決処分したものでございます。 

報告第３号につきまして、専決処分書の別紙にあります令和４年度旭川市一般会計歳入歳出補正

予算事項別明細書を御覧いただきたいと思います。４款１項２目、新型コロナウイルス感染症対策

費についてであります。先ほども御説明申し上げましたが、７月中旬以降の第７波は、第６波の２

倍を上回る勢いでございまして、感染力が高く、置き換わりが進むオミクロン株の流行継続を見据

える中、経済と医療の両立に向け、相談体制や医療提供体制の強化、自宅療養の支援などは不可欠

であり、アウトソーシングなどの推進による保健所の体制強化や、全庁応援を含む職員の負担軽減、

抗原検査キット配付による１次医療機関の負担軽減など、医療提供体制の充実が急務でございまし

た。このような中、新学期を迎え、さらなる急拡大が見込まれ、医療提供体制、保健所体制の強化

は喫緊の状況であったことから、新型コロナウイルス感染症対策費に４億２千５７６万５千円を計

上し、感染拡大に対応するため、補正予算を専決処分したところでございます。 

以上でございます。 

○金澤福祉保険部長 報告第４号、専決処分の報告につきましては、総務常任委員会の所管でござ

いますが、そのうち整理番号１につきましては、福祉保険部に関わりがありますことから、その内

容につきまして御説明申し上げます。 

本年６月４日、午前１１時５０分頃、福祉保険部障害福祉課職員の運転する軽自動車が、２条通

１１丁目の信号機のない交差点において右方から直進の相手方車両と接触し、双方の車両を破損し

たものでありまして、相手方に対する賠償額を６万７千円と定め、本年７月２５日に専決処分をさ

せていただいたもので、市の過失割合は２０％でございます。 

交通事故の防止に向け、今後、より一層安全運転に努めるよう、周知徹底を図ってまいります。 

以上、よろしくお願いいたします。 

○佐藤委員長 ただいまの報告につきまして、特に御発言はございますか。 

（「なし」の声あり） 

○佐藤委員長 なければ、ただいまの報告に関わり出席している理事者については、退席していた

だいて結構です。 

次に、提出議案以外の事項につきまして、まず、旭川市子育て世代包括支援センターについて、

理事者から報告願います。 

○浅田子育て支援部長 報告事項、旭川市子育て世代包括支援センターについてでございます。配

付資料、カラーのものでございますが、御覧いただきたいと思います。 

現在、第二庁舎３階及び子ども総合相談センターに分散しております子育て世代包括支援センタ

ー機能については、市中心部のツルハ旭川中央ビル２階に集約、移転することで準備を進めてきた

ところでございますが、令和４年９月１日付で賃貸借契約を締結し、１０月１日に旭川市子育て世

代包括支援センター、ｗａｋａ・ｂａとしてオープンいたします。 

１ページ中段の概要を御覧ください。所在地は、旭川市１条通８丁目のツルハ旭川中央ビル２階、

賃借面積は１千２５７．４８平米と、現在のおやこ応援課執務室及び乳幼児健康診査等を実施して
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いる実務スペースの約１．５倍の広いスペースとなっております。主な機能といたしましては、お

やこ応援課執務室のほか、乳幼児健康診査や各種相談を行うスペース、健診の待合等にも利用でき

るプレイルームがございます。また、乳幼児連れでの利用が多い施設ですので、おむつ替えや授乳

ができる専用のベビールームを完備しております。 

このｗａｋａ・ｂａという名称ですが、右下にカラーで記載しておりますとおり、旭川未来会議

２０３０子育て分野の意見により、わくわく、安心、子育て、旭川のアルファベット表記の頭文字

と、若い葉の若葉を掛け合わせ、子どもは若葉のようにすくすく育ってほしい、親には子育てを楽

しんでほしいという思いのほかに、ｗａｋａ・ｂａの「ｂａ」には、保護者と子どもにとっての居

場所となるようにとの思いが込められているものでございます。また、施設の安全性や利便性の確

保、利用しやすい施設の雰囲気づくりなどは、子育て中の方、あるいは子育てに関する活動を行っ

ているこれらの参加者からの御意見を反映したものでございます。 

資料２ページを御覧ください。施設のレイアウトを示しておりますが、左側のプレイルームにつ

いては、アコーディオンカーテンによりプレイルームと育児指導室を用途に応じて使い分けられる

よう、弾力的な運用を可能にしております。当面は、新型コロナウイルス感染症の感染拡大防止へ

の配慮などから、乳幼児健診の待合スペースとして使用しますが、新年度に向けては、未来会議で

の意見も踏まえ、土日の開放などを検討してまいります。 

資料の下段を御覧ください。アクセスにつきましては、公共交通機関を利用される方の利便性向

上のほか、自家用車で来所される方向けには、旭川中心街共通駐車券のラクラクチケットの利用サ

ービス券をお渡しし、利用者負担を軽減することとしております。 

３ページを御覧ください。旭川市子育て世代包括支援センターに関する附帯決議への対応につい

てでございます。１にございますように、第１回定例会で令和４年度予算に付された附帯決議では

３点の事項がございました。２の対応と考え方の（１）ツルハ旭川中央ビル賃貸に係る債務負担行

為の期間の一定期間ごとの検証と見直しについてですが、賃貸借契約書において、契約期間の中間

年となる１０年を経過するときに効果検証を行い、設置目的の達成が困難な場合は中途解約できる

旨の条項を盛り込んでおります。資料４ページを御覧ください。（２）施設の安全性についてです

が、来所に当たっては、ビル１階からエレベーター等での来所を基本的な動線として御案内します

が、隣接する立体駐車場との連絡通路を利用される場合に備えて、手すりや床面の隙間をパネルで

完全に覆いました。また、連絡通路及び１階のエレベーター横にインターホンを設置し、大型ベビ

ーカーを利用する場合などでお困りの際には職員が駆けつけ、速やかにサポートできる体制といた

します。（３）供用開始後の利用者の声に基づくソフト面などへの柔軟な対応については、利用者

アンケートの実施や意見箱の設置などにより利用者ニーズの把握に努め、可能なものから順次実施

してまいります。また、おやこ応援課の移転による各種手続の窓口につきましては、オンラインで

同センターと各担当課をつなぐことで、認可保育所入所申請の確認と受付など、おやこ応援課が現

庁舎から離れるに当たり、他課との簡易な取次ぎに可能な限り対応してまいります。 

資料の５ページから８ページでございますが、旭川未来会議２０３０からの主な意見とその反映

状況でございます。可能な限り反映した内容で施設のオープンを迎えるところでありますが、運用

スタート後も常に改善を図りながら、子どもの成長のように、施設も、またサービスも成長してま

いりたいと考えております。 
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以上、よろしくお願いいたします。 

○佐藤委員長 ただいまの報告につきまして、特に御発言はございますか。 

（「なし」の声あり） 

○佐藤委員長 なければ、ただいまの報告に関わり出席している理事者につきましては、退席して

いただいて結構です。 

次に、新型コロナウイルス感染症の発生状況について、理事者から報告願います。 

○浅利保健所新型コロナウイルス感染症対策担当部長 新型コロナウイルス感染症の発生状況につ

きまして、お手元に資料を配付させていただいております。これに基づきまして、御説明を申し上

げたいというふうに思います。 

１ページ目、上段のグラフでございますが、毎度出している、今年に入ってからの日別の発生状

況ということであります。先ほど御説明を申し上げましたように、８月２４日に専決処分させてい

ただいたところでございますが、その２日前、８月２２日に過去最多となります６３０人の感染者

が発生した状況でございまして、その日をピークといたしまして、その後、８月下旬には、少しず

つピークアウトの様相が見えていた状況でございます。 

１ページ真ん中のグラフ、人口１０万人当たりの１週間の発生者数のグラフを御覧いただきたい

と思います。こちらについても、過去最多が同じく８月２２日の９９３．１人、今回、令和４年１

月１日の住基台帳の人口と合わせたものですから、若干、前回までの資料の旭川の人口の基礎数と

違っておりますが、グラフの形は全く一緒でございます。８月２２日にピークを迎えたというふう

に考えておりましたが、残念ながら９月に入りまして、また増加傾向というような状況が見られて

おります。 

その特徴といたしましては、直近１か月の人口１０万人当たりの１週間の発生者数、北海道・札

幌市と本市の比較という一番下のグラフ、今回、初めて御提示をするグラフを御覧いただきたいと

思います。このグラフは、実線が旭川市、細かい点線が札幌市で、大きい点線が北海道というふう

になっておりまして、８月の上旬には、札幌市の感染状況が北海道及び本市と比較して悪かった状

況でありますが、８月の中旬に、これがおおむね合わさったという状況でございまして、合わさっ

て以降、先ほどの御説明のとおり、８月下旬にかけて減少していったものの、９月に入りまして、

本市だけが発生数が伸びてきている状況になっているという状況であります。なぜ本市だけかとい

うのは、なかなか分析が難しいところではありますが、相変わらず市内クリニック等での検査数が

非常に多いというような状況もあるのかなというふうにも思っております。ただ、今回の感染拡大

は、感染の発生状況から分析しますと、やはり新学期がスタートしまして、小学校、中学校、高校

などでの感染拡大が進み、さらにそれらが家庭に持ち込まれて家庭内での感染が起きているという

事象が見られていることから、要因といたしましてはそういったものではないかなというふうに分

析をしているところでございます。 

続いて、２ページ目、直近１か月の発生者数のグラフでございます。日ごとのグラフになってお

りまして、先ほど申し上げました８月２２日がちょうど中央ぐらいにございますが、６３０人、そ

の前の週に６２８人、さらには今週の月曜日に６１４人と、この３つ、さらには、盆明けのところ

に６００人を超える棒がありますけれども、こういったように、引っ込んでいるのが休日、もしく

は日曜日に当たりますけれども、その次の日がやはり感染者が多いという状況になっておりまして、
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そういった意味では、日曜日にクリニックにかかれなかった方が月曜日、火曜日に陽性が判明して

いるという例が相変わらず続いているというような状況になっております。なお、本日公表の数字

については３００人台というふうになっております。 

続いて、真ん中の自宅療養・待機者のグラフでございますが、過去最多を記録したのが８月２６

日で４千８４３人ということで、以降、３千人台になった時期もございましたが、現在のところ、

おおむね４千人の自宅療養・待機者がいるというような状況です。一昨日、国から、療養期間の短

縮という通知が出ております。従前は、１０日間の療養期間を経て１１日目解除、残り３日間、７

２時間の経過が良好であればという条件つきでありましたが、おおむね１０日間で療養が解除され

ていたものが、今回の通知では７日間に短縮、しかも、７２時間の観察期間で変化がなければとい

うことが、２４時間に短縮されたということでございます。本市としては、それが反映されるのが

本日からになりますので、自宅療養・待機者は、本日、一気に数が減るということになりますが、

資料提出時点では本日の数字は入ってございませんので、このような数字となってございます。 

病床の稼働率でございます。２ページ目の下のグラフ、第７波の最高が８月１８日の５７．４％

ということになっております。実はこの日までが北海道で指定する医療提供体制のフェーズ２であ

りましたが、翌日、８月１９日からフェーズ３に移行したため、その分、本市といたしましても確

保病床が増え、結果として病床稼働率が一時期減ったという状況がありましたが、その後、また病

床の稼働が伸びてきているという状況でございます。 

３ページ目、上の表を御覧いただきたいと思います。これが、昨日朝現在の各医療機関ごとのコ

ロナ専用病床の確保数と稼働状況でございます。本年４月までは、５つの基幹病院のみでコロナ専

用病床を確保していたところでありますが、本年４月以降、順に、圭泉会病院５床、そして、８月

からは脳神経外科循環器内科病院１４床のいわゆる民間病院のコロナ専用病床の確保も進みまして、

トータルとして現在のフェーズ３の病床確保数といたしましては１８６床となってございます。今

後につきましても、民間病院に対しまして、コロナの専用病床を確保していただきたいというお願

いを行ってまいりたいというふうに考えてございます。ただ、このような確保をしていた中で、病

床使用数９５は本年最多の数となっておりまして、稼働率が５１．１％と、北海道の他の地域の３

０％台と比較しまして非常に稼働が多い状況であります。 

この要因といたしましては、続いて、４のクラスターの状況にありますとおり、５ページ目を御

覧いただきたいんでありますが、例えば、２０７番につきましては、住宅型有料老人ホームで８月

２０日に発生をしまして、１７人の感染者が出まして、９月４日に終息をしたというような見方を

いたしますが、ここでまだ日にちが入っていない部分については、現在も継続しているクラスター

というふうに御理解をいただければと思います。保健所といたしましては、これほどのクラスター

を抱え込んだことはこれまでございません。したがいまして、保健所といたしまして、各施設、あ

るいは医療機関に対するマークというのは非常にきつい状況になってきているというような状況で

ございます。その中で、対応といたしましては、これまでのように一か所、一か所、丁寧な施設介

入というのが非常に難しい状況になってございます。したがいまして、特にハイリスクであります

入所者に特化した対応ということで、経口治療薬でありますラゲブリオの投与でありますとか、必

要に応じて、特に、酸素投与が必要だというふうに判断された場合につきましては、医療機関のほ

うに入院という形を取っております。このことから、先ほど申し上げたとおり、コロナ専用病床の
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稼働率が上がってきているという状況、さらには、５０％ということで、半分の稼働ということで

ありますが、以前にもあったことでありますけれども、看護と同時に介護が必要な入院患者が増え

ていることで、コロナ専用病床を抱えている各医療機関においては、数字以上に逼迫している状況

にあるというようなことになってございます。 

現在、旭川市におきましては、感染者数が再び伸びてきている状況が見られる中で、先ほど、専

決の御説明を申し上げましたけれども、保健所の負担等もこのままですと非常に難しいと判断をさ

せていただきまして、今回、アウトソーシングの導入を行うわけであります。いずれにいたしまし

ても、特にハイリスクの方々について、これまで同様、徹底的なマークをしていきながら、ハイリ

スクの皆さんの健康と生命を何とか守っていきたいというふうに考えてございます。 

以上でございます。 

○佐藤委員長 ただいまの報告につきまして、特に御発言はございますか。 

○小松委員 簡単に１～２点、この後、補正予算でも質疑の場があると思いますんで。 

改めて、今日提出されたグラフを見せていただきました。部長も報告の中で触れておりましたが、

旭川市の発生状況が、最近ですと、道内他都市と比べても特異な伸び方、感染状況を示しているの

かなというふうに思っています。数日前でしたか、２００万都市の札幌が八百数十名、そのときに

３０万都市の旭川が四百数十名、一体何が起きているのかということを感じました。部長も触れら

れておりましたが、検査数が比較的多いのが旭川市の特徴であります。新学期もスタートしていま

す。しかし、新学期は、道内各地、共通した状況かと思います。なかなか油断できない事態に直面

しているものというふうに思います。 

あわせて、私が今ちょっと報告を聞いた中で、病床の利用率が５０％を超えています。言うまで

もなく、軽症、中等症は入院しないで待機してもらうというのは基本的な考え方だと思います。だ

から、比較的、高齢者、既往症がある方を中心に入院されているものと思いますが、５０％を超え

るというのは、一般的に、全国的な報道でもそうなんですが、危機ラインというふうに言われて、

様々な分野に影響を及ぼすというふうに言われています。新型コロナウイルスに感染した人が、入

院が必要とドクターが判断しても、入院できないこともあり得る。そして、感染者以外の一般疾患

の人を病院に搬送して入院させようとしても、これにも影響を及ぼすというのが、いわゆる危機ラ

インの危機と言われる中身なんだろうというふうに思っています。 

それでお聞きしたいのは、道内の中でも、直近の発生状況は下がらないで上向き、あるいは高止

まり、この件数が反映して、病床の利用率というのも深刻な状況になっていて、保健所の職員の皆

さん方をはじめ、医療機関の皆さん方は、昼夜問わず本当に御苦労されているというふうに思うん

ですが、そうは言っても、今後、こういうふうにして減少させていくとか、感染を抑え込んでいく

というのは、なかなか有効な手だてが全国的にも見えてきていないというふうに思うんです。だか

ら、この状況がさらに拡大していくと、市民の健康に非常に大きな影響を及ぼすというふうに思う

んですが、感染が広がっているときというのは、なかなか対応策というのが取りづらい側面もある

んですよ、スタッフの皆さん方ももう現状の業務で手いっぱいということなので。この辺を今後、

どういうふうに、それは今、発生状況が多くなっている時期ですから、すっきりしたものはなかな

か、部長といえどもお答えが難しいと思うんですが、この今の状況から少し希望を持てる方向があ

るとすれば、どういうところに見いだそうとしているのか、その辺をちょっとお聞かせいただけれ
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ばと思います。 

○浅利保健所新型コロナウイルス感染症対策担当部長 一度発生、そして感染拡大が進みますと、

容易にそれを止めることはできませんし、もしできるんであれば、多分、今までどこの自治体も、

どこの国もやっていたんではないかなというふうに思いますが、この状況になったときにこういう

対処をして、こういうふうに守っていくんだという方針は、保健所としてははっきり持っておりま

して、先ほど来、申し上げているとおり、やはり一番リスクを抱えているのは高齢者の方ですから、

今、現状として、高齢者の施設がこれだけやられている、あるいは一般の御家庭の中で感染されて

いる高齢者も多いというような状況になっています。前回、資料を出させていただいたときの円グ

ラフにあったとおり、第６波のときはまだ高齢者が少なかった、むしろ、若年層の感染が拡大して

いたということで、子どもたちやその親世代が多かったわけでありますが、ここに来てやはり高齢

者が多くなっているのは、明らかに、ワクチンの抗体がなかなか保てていなくて、落ちてきている

ところに刺さり込んできたのがこの第７波ということなんだろうというふうに解釈をしております。

ということの観点を考えると、今後、オミクロン株用のワクチン接種がまたスタートするというこ

とで、今回、補正予算も出させていただいているところでありますが、やはり一番期待するところ

はワクチンというか、逆に言うと、それしかないというような状況であります。 

ただ、そんな中で、私ども保健所には、この４月から感染症の専門家として対策官にも来ていた

だいて、これまでも助言、指導や、実際にクラスターへの介入、レッドゾーンの中に数時間いて活

動するということは、私などの素人が考えても本当にざわっとするような内容でありますけども、

その中で活躍をしていただいております。今、感染拡大をしている最中に行うことはちょっと難し

いわけでありますけども、今回の波がある程度落ち着いた頃には、そういったクラスターの対応で

はなく、次の場面として、クラスターを起こさない対応ということで、これまでのこの２年半で培

ってきた私どもの経験というものをやはり高齢者施設等にお伝えしていくという機会を頻繁につく

ることが、施設の中での大きな感染拡大を防ぐことになると思います。今は、今の対処しかもうで

きる状況にはありませんが、落ち着いた頃には、次のために、やはりクラスターを起こさないため

の対応について、施設等にレクチャーをしていくという機会をつくっていかないと、これほどの感

染拡大の中で、やはりマークし切れません、保健所として。 

したがいまして、医療機関は、一定の経験、それから一定の医療職を抱え、そして一定の知識を

持って感染症に向かっておりますので、大きなことにはなっていない状況にありますが、やはり施

設のほうは、そこまでの専門家がいるわけでもない、医療従事者も少ない、そんな中での運営とい

うことになりますので、そういった方々に基本的な感染制御、あるいは感染拡大防止策、そういっ

たものをきちっと関係部局の協力をいただきながらお伝えをしていき、ハイリスクの方々の感染を

いかに出さないかというような市内の状況をつくっていければというふうに考えてございます。 

○小松委員 最後です。 

旭川市の保健所、医療機関を含めて、全道の各機関も住民に注意喚起をしながら、その時々で何

に注意すべきかということも発信して、できる限り抑え込んでいきたいということで、一貫してそ

ういう対応を取られてきています。しかし、にもかかわらず、コロナゆえなのか、第７波が勢いを

持って感染を広げているということだと思うんですよ。 

今、部長には、この地域の中で、施設を含めて、今後、何が必要なのかということは述べていた
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だきました。ただ、基本はやっぱり、一人一人の市民、住民がしっかり注意をしていくということ

なんだろうと思うんです。そこに力を入れて、この間発信もされてきていると思うんですが、この

後、同じ地域で食べマルシェも取り組まれますしね、相矛盾した２つの方向を向いての取組がなさ

れてきていて、残念ながら、やっぱり、なかなか発信しても、分かりづらさも伴うんだろうと思う

んですね。社会経済活動と感染抑止策ということですから、矛盾する２つの方向を向かざるを得な

いと。そういうさなかなんですが、改めて、市民に何を、今の事態の下で受け止めていただきたい

のかということをお聞きしたいと思います。 

○浅利保健所新型コロナウイルス感染症対策担当部長 ウイズコロナでございますので、食べマル

シェの話もありましたが、まさに食べマルシェを始めたのは隣に座っている林部長と私ということ

でございまして、本来であれば、そういうイベントをやっぱり自由に楽しめる社会になれば、戻れ

ばいいなというふうには本当に考えておりますけども、なかなかそうはいかないわけで、我々もこ

れまで、イベントの開催の際に主催者側から相談を受けることもございました。結局はやはり、委

員のおっしゃるとおり、個々の意識の問題というのは非常に大きいわけであります。 

ただ一方で、この委員会室の中にこれまで感染された方がいらっしゃるかどうか分かりませんが、

感染する２日前から感染性のあるウイルスを放出するわけなんですけど、そこまでは探知できませ

ん、本人は。なので、やはりそういったところがこのコロナの難しさで、割と症状が出てからウイ

ルスの放出が多くはなるんですけれども、それまでの部分がなかなか探知できないという難しさが

やはりこのコロナにはあるということであります。 

この時期ですから、本当にいつどこで感染するか分からないということはもちろんのことなんで

すが、いつ自分がコロナになっちゃうか分からないということは、その前から、自分自身も気をつ

けて、他人にうつさない、あるいは他人からもらわないという基本的な感染対策、その自覚という

ものをやはり市民一人一人にさらに持っていただくことが、全体の発生抑制につながることは間違

いないと思います。本当に気をつけている方でも感染するということは、私の身の回りでもありま

したし、本当に今の時代、どこでどういうふうにもらうか、言葉に例えると、降ってくるものに本

当に偶然当たっちゃうかもしれないというような状況でありますので、そういったことからして、

もちろん施設全体での対策とかというのは、それはそれで別に取り組んでいただくとして、そこに

勤めている方々は市民でありますし、その市民一人一人が自覚を持った対策、あるいは言動という

ものを行うことで、発生抑制というのはされていくもんだというふうには思います。ただ、それが、

この人は大丈夫だけど、あの人はそうではないということが全体として散見されるんであれば、や

はり、感染の予防というのはなかなか難しいということになりますので、ぜひ、市民の方々につい

てもいま一度、御自身が今行っている感染対策というのを見直していただき、これまでの株とは間

違いなく感染力が違いますので、そういった危機感を持ち、さらには、軽症で終わるというふうに

言われておりますが、後に、やはり微熱が続いたり、のどの痛みが取れなかったり、そういったい

わゆる後遺症というものが起きる確率というか、数が非常に多くなってきている状況にありますの

で、なるよりはならないほうがいいわけなので、そこを最後に対処するのは自分御自身だというこ

とを強く思っていただければなというふうに思います。 

○小松委員 終わります。 

○佐藤委員長 他に御発言はございますか。 
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（「なし」の声あり） 

○佐藤委員長 なければ、ただいまの報告に関わり出席している理事者につきましては、退席して

いただいて結構でございます。 

次に、旭川建設労働者福祉センターホールの使用休止について、理事者から報告願います。 

○林市民生活部長 市民生活部が所管しております市有施設の一部使用休止について、御説明申し

上げます。 

資料が配られているかと思います。旭川市６条通４丁目に所在しております旭川建設労働者福祉

センター、通称サン・アザレアですが、こちらについて、３階ホールの温風暖房機の缶体に亀裂が

生じておりまして、そのため、ホールへ送る温風内に、微量ではありますけれども、一酸化炭素が

検出されましたことから、安全な使用の確保が困難であるというふうに判断をいたしまして、暖房

を必要とする令和４年１１月１日から令和５年４月３０日までの期間の使用を休止するとしたもの

でございます。こうした事態に至った原因といたしましては、当該温風暖房機は平成１３年９月に

設置されておりまして、２１年を経過してございます。その間、加熱と冷却の繰り返しによる缶体

劣化が進行したことによるものというふうに考えておりますけれども、施設設備の改修につきまし

ては、その工事の範囲ですとか手法、また工期、こちらをしっかりと見極めるために、また、調達

する物品についても長期間必要なこともありますので、こうした期間の休止をやむなく決断したと

ころでございます。 

休止を予定している期間の１２月に３日間、それから、来年１月に２日間の予約が既に入ってい

るものがございましたけれども、使用の申請者に対しましては、指定管理者のほうから事情を説明

いたしまして、使用の中止に御理解をいただいているというところでございます。 

今後につきましては、当該ホールの使用休止について、市民への周知を徹底することはもちろん

ですけれども、ただいま申し上げたように、まず、利用者の安全を最優先に考えながらも、利用へ

の影響を最小限に抑えられるような工事手法ですとか、工期もそうですけども、こういったことを

しっかりと調査、検討しながら、最善の対策を講じていきたいと考えております。なお、進捗状況

に応じまして、こちらの議会のほうにもその都度、必要に応じて報告をさせていただければという

ふうに思っております。 

どうぞよろしくお願いします。 

○佐藤委員長 ただいまの報告につきまして、特に御発言はございますか。 

（「なし」の声あり） 

○佐藤委員長 なければ、理事者につきましては退席していただいて結構です。 

 次に、３、その他の民生常任委員会行政視察の委員派遣についてを議題といたします。お手元に

配付しております委員派遣承認要求書（案）のとおり、記載の調査のため、議長に対し委員派遣の

承認要求を行うことでよろしいでしょうか。 

（「はい」の声あり） 

○佐藤委員長 そのように決定し、議長に委員派遣承認要求書を提出することといたします。 

なお、やむを得ない事情など、都合により変更が生じた場合の取扱いについては、委員長に一任

をお願いしたいと思いますが、よろしいでしょうか。 

（「はい」の声あり） 
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○佐藤委員長 そのように扱わせていただきます。 

 以上で、予定していた議事は全て終了いたしました。その他、委員の皆様から御発言はございま

すか。 

（「なし」の声あり） 

○佐藤委員長 それでは、本日の委員会はこれをもって散会をいたします。 

────────────────────────────────────────────────────── 

散会 午前１１時４２分 

 

 


